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第 2報

長崎県下 の 水稲作 期策定に 関 する研究

DVR 法を用 い た出穂予測の 適合性に つ い て

舩場 貢 ・下山　伸幸 ・前田　英俊 ・西村　勝久

　　　（長崎県総合農林試験場 ）

Study　on 　croPPing 　sea．son 　of 　rice 　plants 　in　Nagasaki 　Prefecture

　　　 2．Prediction　of 　 rice 　 heading 　date　by 　DVR 　 method

Mitsugu　FuN，　ABA ，　Nobuyuki 　SHIMoYAMA
，
　Hidetoshi　MAEDA 　and 　Katsuhisa　NlsHIMuRA

　　　　　　　　　　　　　 （Nagasaki　Agr ．＆ Forest　Exp ．Sta．）

　水稲 の 生育は気象条件に 大 きく左右 さ れ る た め ，生 育

各段 階 に お け る 適 切 な栽培管理 対 応 が 必 要 で あ る 。その

ため に は 生育段階を的確に把握する こ とが 重要で あり，

特 に 出穂期を予 め把握する こ とが で きれ ば，幼穂形成期

お よ び 成 熟 期 を予 測 し，適 切 な穂 肥 時 期，量 ，方法 お よ

び収穫時期 が 可 能に な る 。

　近年幼穂形成期及び出穂期等 を日 々 の 気象経過 か ら予

測す る 発育ス テ ージ 予 測 モ デ ル が 提 唱 され ，精 度 が 高 い

予測結果が得 ら れ て い る
1》 2｝。

　著者 らは．水稲 の 躓穂期 の 予測式を作成 し，長崎県下

で の 適 合性 を検討 した の で 報告す る 。

つ い て 検 討 し た。す な わ ち，移 植 期 か ら発育速度DV

R （Developmental 　Rate）を 日 々 積 算 し，　1 に 到達

した 日 を出穂期 とす るモ デ ル で あ る 。 DV ］とDVR の

計算 に は （1ト （4）式 を用 い た。

　（1）式　DVR ・＝a ／lOOO ＊ （T　b）

　（2）式　 DVR ＝a ／1000＊ T十 b／1000＊ L ÷ c／100

　〔3）式　DVR ＝＝a ／100GO＊ （T　b）＊ （L　c）

　（4 ）式　DVR ＝（1　 exp （a ＊ （L 　b）））／（1十

　　　　　　　　　　　　　　exp （　c＊ （T 　d）〉）／e

第 2 表　 DVR 関数形 の パ ラ メ ータ

　　　　　　　　 材料お よび方法

L 　供試品種 ： な つ の た よ り，コ シ ヒ カ リ，キ ヌ ヒ カ リ，

　 日本晴，ヒ ノ ヒ カ リ．ユ メ ヒ カ リ

2．解析 に用 い た 生 育デ
ータ ： 栽培試験 デ

ー
タの 移植期，

　出穂期 （tt　1 表）

3．解析に用 い た気象デ ータ ： 長崎県総合農林試験場観

　測 の 日最高最低平均 気温

4． モ デ ル の 計算方法 ：発育指数DVI （Development

　aHndex ）が 移 槙 期 に 0，出 穂期 に 1 と なる モ デ ル に

　 　 　 　 　 　 　a　 　　 b
　 　 　 〔1）ゴ辷　　　0．874　　　4．712
な つ の 〔2｝式 　 0．882　 −O． 96
た よ り （3｝式 　一〇．697　 5．787
　 　 　 （4）式　　0．167　　 23．544

C Cte

一〇．29527
．3420
，079　　　50．γ88　　　5．OG2

　　　（ユ）式　　　0．929　　　　8， 09
コ シ 　 〔2）式 　 0，936 　 　 1．590
ヒ カ リ 〔3）式　＿0．664　　 7．695
　 　 　 〔4）式　　　 ．194　　　　21．385

一2．95927
．5610
，076647 ．］49　　7．716

　 　 　 ｛1＞式　　1．070　　 9．997
キ ヌ 　 ｛2｝式 　 1．065　 　 1．588
ヒ カ リ （3｝式　 一〇．285　　 9．903
　 　 　 （4 ｝式 　 　0．183　 　 35．965

．3．26551
．1080
．27020 ．408　　45．正89

第 1表　解析 に用 い た移植期 と出穂期 の データ

試験年次

　（年）

移植期 の 幅
　　　　　　 データ数
　（月日〉

　 　 　 （1）式　　　0．989　　　　工0．617
　 　 　 （2｝式　　　O．671　　　　−8．143
日本晴
　 　 　 〔3｝式　 一3．700　　 2．97B
　　　（4）式　　　2．S95　　　　王4．430

なつ の た よ り

コ シ ヒ カ リ

キ ヌ ヒ カ リ

日　 本　 晴

ヒ ノ ヒ カ リ

ユ メ ヒ カ リ

ユ989〜1994

1983− 1994

1984〜1994

1989〜1994

1989〜1994

1989〜ユ994

4．　9〜4，25

4．11〜6．3G
4．25〜6．21

5．　9〜6．21

5．9〜7．11

5．20〜7，11

11．02415
．5760
．15919 ．908　　36．661

21021

虞）

−

り
山

1121

　 　 　 〔1〕式　　0．918　　 10．7e2
ヒ ノ　 （2）式　　0．454　　．6．剖 6
ヒ カ リ （3）式 　一2．315 　 　−3．811
　 　 　 〔4）i覧　　　5，287　　　14．263

9．61515
．7310
、10119 ．331　　38，497

　 　 　 〔1｝コ弋　　　O，611　　　　5．48e
ユ メ　　（2｝式 　　0．245　　 −5．788
ヒ カ リ 〔3〕式 　 一1，322　 47．928
　 　 　 〔4）式　　3．408　　 正4．308

8．478
】5．7210
，035　　　41．U42　　23．495

平成 7年 9 月21H　 第72回講演会 （第58回九州農業研究 発

表会 と共催 〉で 発表

キ
ー

ワ
ー

ド ； 水稲，出穂 予 測，DVR
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　　こ こ で ，T は 日平均気温 （℃ ），　 L は 日 長時間（hrs）

　で 太 陽 の 中心 が 東の 地平線上 に 現 れ て か ら四の 地平線

　に 没する まで の ロ∫照時閥で あ る 。 a ，　 b ，　 c ，　 d，　 e

　は パ ラ メ
ータ で あ る。な お い ず れ の 式 もDVR の 計算

　値 が 負 と な る条件で は，DVR ＝0と し た 。｛1＞式 は 気

　温 の み の 関数 で 川 方 ら
2）

が 報告 して い る。（2｝，（3）お よ

　び（4）式 は気温 と ［1長 時 間 の 関 数 で 堀江 ら
1 ）

，川方 ら
2 ）

　 が 報告 して い る 。

5． 各式 の パ ラ メ
ータ の 計算 ： シ ン プ レ ッ ク ス 法

s 〕
を サ

　ブ ル
ー

チ ン とす る 農業環境技術 研 究 所 気象生態研究室

　の パ ソ コ ン 用 プ ロ グ ラム 「水稲発育ス テ ージ予測 モ デ

　ル とそ の パ ラ メ
ー

タ 決定 プ ロ グ ラ ム （SIMPLE7b ）」

　 を使 用 し た。

28

　 　 　 　 14

気 24

　 暴
温 、。

・3 醤
（℃ ）　 　 （h ）

　 　 　
　 16
　 　 　 　 12

　 　 　 　 （月 ・口 ）

　 　 　 4，16　5．1　5コ6　5．31　6．156 ．30　7．157 ．308 ．148．29　9．13

　 第 1図　長崎県総合農林試験場 に おける 気温 と 日長時間

0，025

　 O．020
出

〉

QG ．015
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0．  25
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O．Ol5

 ．  10

18　　　　20　　　　22　　　　24

　 　 　 　 　 　 気　 　温

26　 　28　 　30 （℃ ）

第 2図　日長 14時間 の 場合の DVR

　　　　　　　 B長時 間

第 3 図　気温24℃ の 場合 の DVR

5（］1）

　　　　　　　　結果お よび考察

　1．移植期 か ら出 穂期 まで の 日数 と，モ デ ル か ら得 た 日

数 の 残差 2乗和 が最小 に な る よ うに して ，前 述 の 4 つ の

式 の パ ラ メ
ータ を求 め た 。 そ の 得 られた DVR 関数形 の

パ ラ メ
ー

タ を 第 2 表 に 示 した。第 1図 に長崎県総合農林

試験場 に お ける 気温 と H長時間の 推移を示 した 。気温 は

約 14− 28℃，目長時間 は約 12．一一14時間 の 範囲で 推移 して

い る 、第 2 図 に 目長 を14時 間 と した 場 合 の 〔3＞式 か ら計算

した DVR の 変化 を，第 3 図 に気混を24℃ と した 場合の

（3）式か ら計算 した DVR の 変化 を 示 した 。 日長を14時間

と した場合の DVR は 温度が 高 くな る ほ ど上 昇 した が，

その 際早期 用 品種 の 上 昇が大 きくな っ た 。 気温 を24℃ と

し た場 合の DVR は 早期用品種 で は 日長 に よ る変化 は 少

なか っ た が，普通期用品種 で は 日長が 長 くな る ほ ど D ▽

R は低下 した 。

　実 測 日数 と予 測 日数 の 差の 平均値，最 大 値 お よ び 最少

値 を 第 3表 に示 した v 平均値，最大値，最少 値 を比 較 す

る と，早期熔品種 の なつ の た よ り，コ シ ヒ カ リ，キ ヌ ヒ

カ リで は （1ト （4）式で 差 は 認め られ なか っ た 。晋通期用品

種の 日本晴 ，
ヒ ノ ヒ カ リ，ユ メ ヒ カリで は気温 の み の 関

数 で ある（1拭 で は差が 大 きくな っ たが ，気温 に 凵長 を加

えた（2ト（4｝式 で は差 が 小 さ くな っ た。イ ネは
一

般 に 短 凵

植物 で あ る が
， 早生 品種 は 日長 時 間 に 影響 され ず，ま た

晩生品種 ほ ど短 日 に 敏感で あ る
O 、こ の た め 早期用品種

の なつ の た よ り，コ シ ヒ カ リ，キ ヌ ヒ カ リ
・は，気温の み

の 関数で ある（1）式 と気 温 に H 長 を組合わ せ た （2ト 側式で

差 が で なか っ た もの と思 わ れ た 。

第 3表　出穂 日予測値と実測値 との 比較

（1）式　 （2）式　（3）式　（4）式
（日）　（円 ）　（日 ）　（臼 ）

な つ の た よ り

平均値　　 1．1　 1．2　 1．2　 1．0

最大値　　3．4　 3．3　 3．3　 3，1

最 ノ1丶｛直　　　0．2　　 0．3　　 0．4　　 0．1

コ シ ヒ カ リ

平均f直　　　2．2　　2．2　　2，2　　 2．2

最大値　　5．8　 5．5　 6．0　 5．5

最小値　　0．1　 0．3　 02 　 0．2

キ ヌ ヒ カ リ

平均値　　1．8　 1．8　 ユ．9　 1．7

最大有直　　　4．1　　3．9　　4．0　　3，4

最 ／亅、値　　　　0．1　　 0．8　　0．0　　0．5

El　 本 　 晴

ヒ ノ ヒ カ リ

平均値

最大値

最小値

平均 f直
最大値

最小値

2．0 　　 0，7　　 0．6　　 0．7
5，8 　　 1．9　　 1．7　　 2．0
0，3　　 0．1　　0．1　　 0，1
3．2　　 1，4　　 1．3　　 1．2

9、7　　 3．7　　3，3　　 3．1
0、3　　 0．1　　 〔｝．2　　 0．0

ユ メ ヒ カ リ

平ナ勾右直　　　4．3　　ユ．7　　　1．6　　1．6

最大f面　　　12，3　　5．3　　 4．7　　4，3

最 ／亅丶看苣　　　0，3　　0．2　　0．O　　O．4
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　 以 上 の こ と か ら，早期用品種 を対象 に す る 場合 で は （1｝
〜  式を，ま た 普通期用品種を対象 に す る場合で は気温

に 日長を組 み 合 わ せ た（2ト （4｝式 を用 い て ，出穂期予測を

行 うこ と が 可 能 で あ っ た。

　　　　　　　　　　 摘　 　要

　気温 と H 長 を 用い て ，出穂期を推定する モ デ ル を検討

した と こ ろ ， ．期用品種 で は 気温 の み の 関 数 で あ る式 と

気温 に H 長 を組 み 合わ せ た 式で 差 が なか っ た。一
方普 通

期用品種 に つ い て は 気温 に 日長を組 み 合 わ せ た 式で 出穂

日予測の 精度が高くな っ た。
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